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解答 掲載ページ 解説

1 菜の花の花びらは４枚である 〇
4

35

菜の花を観察すると、４枚の花びらが十文字に咲いていて、雌しべが１本、雄しべが６本、がくが４

枚あります。菜の花はコマツナやチンゲンサイなどのアブラナ科の野菜の花のことで、夏から秋に種

をまいたものを収穫せずに育てていると、２月ごろに黄色い花が咲きます。

2 菜の花の種をしぼると酢ができる ✖
4

35

菜の花の種をすり鉢に入れてすりつぶすと、たくさんの油が出てきます。これは種の中に発芽するた

めに必要な養分や油脂が多く含まれているからです。どの菜の花の種からも油がとれますが、食用油

に加工されるのは、セイヨウアブラナの種です。

3 牛が耳につけている黄色いタグは飾りである ✖ 21
牛の耳についている黄色いタグは【耳標】(じひょう)といい、１０けたの個体識別番号が書かれてい

て、その牛が「いつ」「どこの牧場で」「どんな生産者のもとで」生まれて育てられたか、「品種」

「性別」までがわかるようになっています。日本のすべての牛の耳につけられています。

4 キャベツの見た目は春でも冬でも同じ ✖ 31
春キャベツは１０月中旬～１１月に種をまき、収穫は４月～６月です。葉がゆるくふんわり巻いてい

て丸みがあり、やわらかい食感です。冬キャベツは７月下旬～８月下旬に種をまき、収穫は１１月～

３月です。葉がしっかりキュッと巻いていて形は平べったく、シャキシャキした食感です。

5 「キャベジン」という栄養素がある 〇 33
キャベツに含まれるビタミンＵの別名で、胃腸の調子を整える働きがあります。アメリカの学者が

キャベツのしぼり汁から発見しました。油であげたとんかつやフライは消化がしにくいですが、キャ

ベツを一緒に食べることで胃のはたらきを助けてくれます。

6 １頭の牛から１日５リットルくらいお乳が出る ✖ 85
１頭から２０リットル以上も出ます。給食の牛乳を約２００ミリリットルとすると、１頭あたりから

約１００人分がとれることになります。

7 「３－Ａ－Ｄａｙ」運動というものがある 〇 87
多くの日本人はカルシウムが足りていないので、【牛乳・ヨーグルト・チーズの中から１日に３回ま

たは３種類の乳製品を食べたり飲んだりしましょう】という運動です。牛乳や乳製品には骨や歯を強

くするカルシウムが多くふくまれているので、積極的にとっていきましょう。

8 和包丁は刀と関係がある 〇 136
和包丁は日本刀を作る技術が生かされて発展しました。日本刀と同じ鋼製で、さびには弱いですが、

切れ味はばつ群です。片刃なので切った食材が刃からはなれやすくなり、素早く切ることができま

す。また、食材の組織をこわさないので美しい断面になるのが特ちょうです。

9 食品サンプルは海外からきた文化である ✖ 139
大正時代末期から昭和時代初期にかけて生まれた日本独自の文化です。当時はろうで作られていたの

でくさる心配がなく、お客さんを集めるのにばつ群の効果がありました。現在も職人さんが一つ一つ

手作りで作っていて、マグネットやストラップになったものも売られています。

10 バングラデシュではお米をたくさん食べる 〇 38
南アジアにあるバングラデシュは、農業が盛んな国です。お米は２毛作や３毛作で作られています。

１人当たりのお米の消費量は世界一です。
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